
（１） 平成 23 年度地区別研修会報告 －阪神地区－ 

 

１． 目 的 

阪神地区の各校における教科「情報」担当者間の交流を深め、情報交換を行う。 

 

２． 日 時 

平成２３年８月１日（月） 

１３：３０～１６：３０ 

 

３． 場 所 

兵庫県立西宮香風高等学校 

 

４． 参加人数 

１３名 

 

５． 実施報告 

今回の地区別研修会では、３部制・単位制の定時制高校である西宮香風高校における情

報科の授業実践紹介や、情報教育関係の設備見学、そして参加者の考査問題を持ち寄って

の研究協議が行われた。 

今回に限らず、地区別研修会の特徴として挙げられるのは、臨時講師の先生の参加が多

いということである。先生方のニーズは、研修会で各校が日頃行っている実践等を学び、

自校においてすぐにでも活かしたいということなので、今後においても、兵庫県における

情報科教育の底上げを図るという意味で、距離的にも内容的にも参加しやすい研修会を実

施していきたい。 

 

（１） 研修会の流れ 

13:30 開会 

13:35 教科「情報」年間授業計画・授業紹介 

     兵庫県立西宮香風高等学校   

  教諭   松本 吉生（情報と表現、アルゴリズム） 

  教諭   三原 貴士（情報Ｂ） 

  臨時講師 井下 貴朝（情報Ｃ） 

15:05 情報教育関係 施設設備見学（情報実習室 他） 

15:35 研究協議 

 ・各校の情報科教育の内容について（情報科の考査問題を題材に） 

 ・情報教育における各校の諸課題について 

16:30 閉会 
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（２） 教科「情報」年間授業計画・授業紹介 
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（３） 情報教育関係 施設設備見学 
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（４） 研究協議 

【西宮香風高校の授業について】 

 情報Ｃ 

 年間の授業プリント（教科書準拠）はすべて事前に準備済 

 スライドを使用 → 重要語句は下線で強調（アニメーション表示） 

 教室の大画面ディスプレイにはビデオ教材を表示 

 情報Ｂ 

 ２時間連続授業 … 座学１時間、実習１時間 

 座学は教科書中心の内容 

 実習は１時間完結型の内容（２０回分用意） 

 情報のファイル形式の変換など 

 時間にこだわらず、内容の理解を優先した授業進度 

 情報と表現 

 ネットワークＰＣの使用ルールを徹底させる 

 共有フォルダ、提出フォルダの使い方など → アクセス権限の理解 

 フリーソフトウェアの活用 

 レタッチソフト、３Ｄ描画ソフト、ＧＩＦアニメーションソフト、 

ＰＣＭ音源編集ソフト、ＭＩＤＩ音源編集ソフトなど 

 授業プリントには実習の操作手順を丁寧に書いておく 

 文書による表現技法 

 参考図書 → 「日本語の作文技術」本多 勝一 

 画像による表現技法 

 画像ファイル（ＪＰＥＧ、ＧＩＦなど）の違いを理解させる 

 アルゴリズム 

 プログラムは「メモ帳」で作成してコンパイル 

 基本編の内容と発展編の内容を用意して、授業進度に応じて展開する 
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